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編 棉 後 記

防ぬ科畢研究所の仕事も腫描.射こ進み,今度L-/)蛇は羊毛関係以外の記事も登載し,大分誌面を

賑はすことが出雅た Ll

以前か Fl希望して居たrクロスJr7⊃防通加工 も､今回之をj二葉化し得たことは同慶に堪えない｡

粟本川｢ク｡ス｣が海外へ向け輸出される数も､肘掛な矧 こ連するそふであるから,之が防免加

工V)必要なることは今更ら言ふまでもない1

-1t相国王制l確立の鋸 勺を以て､ El､凋､伊JJ三関圃司盟を結んだO吾々困民は躍架よりも佃ほ

-･櫛の鞘縄を突破する覚悟がなくではならぬL,之が達成には､各自がそれぞれの持場を､国策

に順礁Lて､間違rAのないやうに連行することが,敢 も大切な心掛であると乱 主･LJ吾々常に尊

宅を封象として研究を進めて居る者に取 りでは,閣葦上重要物資の一つである羊毛を､如何に

してで も大切にしなければならぬと云ふことを､此際-一周痛感させられるO

葦毛の代用として生れたrス･フ｣は弱いけれども､菌が食べないから良いなどと.敢初音ほ

れて属たこ｣魔が､遮光EIO⊃こと､ 白洋舎沈滞化卒研究明の横山.麗之亮氏叫祈-､ 顧問か ら､

rス･フJがrコホTlギJに食べ られて因ると云ふ通信が入った,其被害物と良L/選ってもらった

鹿.盛はr-ンマコホTlギJ(1ry]hl"llitratuHEurlnCister.であったurス･フ｣が鼻に食べられ

ることに就きての､生魁挙上の間置は別として､年と共にrス･フ｣の盛事を聞かされることが､

次第に多くなってくる0

歳字を如何にして除くかと云ふことは､吾 に々試せられた問題であるがU男子の固民服まで

制定せられ､泣 く婦人の閥民服も亦､制定の運びにならんとしっ ｣ある今日､今少しrス･フ｣

を丈二夫にすることの研'jYJが発決間置であると思ふL,而して､即今､常々に試せられた研究の目

標は､圃葦資源の保持が盟鮎でなくてはならぬL,(山田記Jl二,


